
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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龍谷大学生協深草キャンパス

4号館Meal＆Cafeスイーツ総選挙 ～スイーツ王は私だ～

取り組み概要

日時：2021年11月8日(月)～2022年1月19
日(水)
場所：4号館地下食堂Meal＆Cafe

参加者数や組合員の反応：メニューの募
集・投票・利用に組合員が参加しました！

POINT.1

龍谷大学生協の4号館地下食堂をもっと利用してほしい！という想
いから、この企画が実施されました。組合員に足を運んでもらい、食
堂の存在を認知してもらうことが目指されました。
また、投票形式を採用することで、組合員がわくわくしながら店舗

を利用するきっかけとなりました。学生委員と組合員が、双方向で関
わりあうことのできる企画となっていました。

組合員に食堂を利用してほしい！

POINT.2

組合員に対して、応募用紙を配布してレシピの募集を行いました。
候補から投票形式でグランプリと準グランプリを決定し、選ばれたメ
ニューが実際に販売されました。
対面とSNSで組合員にメニューの募集を呼びかけ、投票箱とQR

コードを活用して投票できる形式を取りました。組合員が友人を誘う
などして気軽に参加しながらも、利用に留まらない関わりが実現され
ていました。

メニューの募集・決定を組合員と一緒に

背景や概要：本企画を通して生協施設を
利用する機会を増やし、生協や学生委員
会の活動を組合員に知ってもらうため実
施されました。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 岩田 理紗子 ] 
Iwata.Risako@univ.coop

POINT.3

販売された商品は、投票で選ばれた「組合員が食べたいと思うス
イーツ」でした。食堂の利用促進を行うなかで、自分達の声が店舗に
反映されることを、組合員が実感できました。
また、これらを学生委員が呼び掛けることで、生協店舗はもちろん

学生委員の活動を組合員に認知してもらうことができました。大学生
協と組合員の距離が縮まるきっかけとなりました。

生協店舗をもっと身近に感じられる
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